
ほっかいどうの社会保障
２００７年１２月２７日 北海道社会保障推進協議会

精神障害者を障害者医療助成制度の対象に

来年度中に実現へ
２６日に、障道協・道生連と道社保協が行った道保

健福祉部との交渉の中で 「４月実施は時間的に無理、

だが、早ければ８月から、どんなに遅くとも来年度中

には何とかしたいと考えている」との表明がありまし

た。

身体・知的と精神の３障害が法制度上では統合され

る中で、道の医療費助成制度が精神障害者を除外する

のはおかしいと運動を続けてきた成果です。

今後は、少なくとも

２級障害まで対象にす

るよう、引き続き要請

を続けます。

後期高齢者医療制度への移行を拒否した障害者が
引き続き、障害者医療制度を利用できるようにすべきです。

当日はあわせて、後期高齢者医療制度が「６５歳以上の一定の障害を持つ方を対象とする」としているも

とで、移行を拒否した障害者が医療費助成制度の対象からも外される（国保加入者となって、窓口負担は一

気に３倍になる）問題の解決を求めました。全国では大阪府をはじめとして１０府県が障害者の不利益にな

らないように要綱を改正しています。ところが、道は自らの態度を示さずに、市町村の意向調査を行って、

無責任に”逃げ回ろう”としています。

後期高齢者医療制度に移行した場合、保険料負担が重くなる・受けられる医療が制限されるなど、いのち

に直結する明確な不利益があり、制度移行を拒否することができるようになっています。しかし障害者医療

制度に残れないのでは、選択のしようがありません。

道は市町村の意向調査が未集約であることを口実に回答を拒

否したので、１月中旬に再度交渉を行うことになりました。

生存権裁判原告との親睦会
原告のお母さんと励まし合いましょう

１月６日（日）12:00～14:30
会費 １，０００円北区民センター

国会情勢学習会
かつてない国会情勢・政府予算案を学びましょう

１月１６日（水）18:30～20:30
講師は、国会議員に要請中です。かでる２．７

新
春

HBC｢Hanaテレビ｣で
後期高齢者医療って？「

また負担増」放映
２６日のＨａｎａテレビの特集 生「

活崩壊」の中で、約１０分間にわた

って、取り上げられました。

１１月２２日広域連合議会を傍聴し

ている様子や、東区の９０歳の独居

老人のくらしを詳しく紹介し 「いつ、

から長生きすることが辛いことにな

ってしまったのか。小泉改革の痛み

は終わることがない」と締めくくら

れました。まさに許すことのできな

い制度です。


